
在
に
伝
わ
る
主
要
な
競
技
優
勝
者
に
関
す
る
最
後

の
情
報
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
以
降
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
斜
陽
の
時
代
で
あ
っ
た
と
す
る
の
に
対
し
、
本

書
で
は
四
世
紀
の
優
勝
者
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い

る
新
史
料
（
一
九
九
四
年
出
土
）
を
取
り
上
げ
、

最
末
期
に
お
い
て
す
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
往
年
の

国
際
性
、
ゼ
ウ
ス
神
崇
拝
の
側
面
を
失
っ
て
は
い

な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
第
掻
落
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
ヘ
レ

ニ
ズ
ム
時
代
以
降
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
ネ
ガ
テ
ィ

ヴ
に
捉
え
る
視
点
の
背
景
を
、
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
の
関
係
性
の
申
か
ら
探
っ
て
い
る
と
い
う
点

が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
近
代
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
は
、
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
と
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム

の
精
神
と
い
う
二
本
柱
の
模
範
を
古
代
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
求
め
た
。
そ
の
た
め
、
選
手
の
プ
ロ
化
が

進
行
し
、
競
技
を
め
ぐ
っ
て
は
賄
賂
も
交
わ
さ
れ

て
い
た
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
以
降
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
排
除
し
、
古
典
型
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
み
を
理

想
化
し
て
受
け
入
れ
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、
古

典
型
の
選
手
で
あ
っ
て
も
、
優
勝
者
に
は
賞
品
以

外
の
か
た
ち
で
の
富
と
権
力
が
集
中
し
て
い
た
と

い
う
点
で
は
プ
ロ
の
選
手
で
あ
っ
た
し
、
冨
と
権

力
ゆ
え
の
取
引
も
行
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
「
古
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
精
神
」
な
る

も
の
は
、
「
近
代
の
創
造
」
に
過
ぎ
な
い
と
指
摘

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
本
書
は
、
古
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
つ
い
て
の
単
な
る
啓
蒙
的
な
知
識
を
提
供
す
る

に
と
ど
ま
ら
ず
、
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
対
す
る

問
い
か
け
も
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
代
ス

ポ
ー
ツ
を
観
る
際
の
新
た
な
視
点
も
示
唆
し
て
い

る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
理
想
を

求
め
て
き
た
近
代
に
お
け
る
古
代
ギ
リ
シ
ア
史
研

究
を
省
み
る
…
機
会
も
提
供
し
て
く
れ
る
と
い
え
よ

う
。　
　
（
新
書
版
　
二
二
～
頁
　
二
〇
〇
四
年
七
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
波
書
店
　
七
四
〇
円
＋
税
）

　
（
阿
部
拓
児
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）

荒
松
雄
著

『
中
世
イ
ン
ド
の
イ
ス
ラ
ム
遺
蹟

－
探
査
の
記
録
1
』

　
近
年
、
中
世
イ
ン
ド
の
イ
ス
ラ
ム
（
ム
ス
リ

ム
）
諸
王
権
の
建
造
物
に
関
す
る
研
究
が
盛
ん
に

　
　
　
　
　
　
（
注
）

な
っ
て
き
て
い
る
。
中
世
イ
ン
ド
史
の
碩
学
、
荒

松
黒
氏
の
手
に
な
る
本
書
も
そ
の
よ
う
な
流
れ
を

大
き
く
推
進
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
氏
は
、
こ
れ
ま
で
に
デ
リ
ー
・
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト

や
ム
ガ
ル
帝
国
期
の
デ
リ
ー
に
つ
い
て
多
く
の
研

究
を
公
に
し
て
き
た
が
、
本
書
の
特
徴
は
、
主
に

デ
リ
ー
以
外
の
諸
地
域
の
中
世
イ
ス
ラ
ム
建
築
物

を
対
象
と
し
て
、
そ
の
特
徴
と
歴
史
的
意
義
を
考

察
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
そ
し
て
特
筆
す
べ
き
は
、

従
来
の
内
外
の
研
究
書
に
比
較
し
て
、
後
掲
の
表

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
極
め
て
多
く
の
遺
蹟
写
真
を

収
載
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
各
遺
蹟
に
つ
き
平

均
二
枚
以
上
）
。
ま
た
、
各
写
真
に
英
文
タ
イ
ト

ル
を
付
け
、
巻
末
に
参
考
文
献
～
覧
と
用
語
解
説

を
付
録
す
る
な
ど
海
外
の
研
究
者
や
入
門
者
に
と

っ
て
も
有
用
な
書
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
の
元
に

な
っ
た
遺
蹟
調
査
は
、
著
者
が
中
心
に
な
っ
て
行

な
っ
た
一
九
五
九
－
六
〇
年
の
東
京
大
学
イ
ン
ド

史
蹟
調
査
団
の
そ
れ
で
あ
り
、
一
部
は
一
九
七
一

年
冬
実
施
さ
れ
た
調
査
で
あ
る
。
対
象
遺
蹟
は
、

城
砦
、
モ
ス
ク
、
墓
廟
、
ス
ー
フ
ィ
ー
（
イ
ス
ラ

ム
神
秘
主
義
考
）
聖
廟
、
水
利
施
設
（
貯
水
池
、

井
戸
等
）
等
で
あ
り
、
今
日
す
で
に
消
滅
し
、
本

書
に
の
み
残
る
遺
蹟
も
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
本
書
は
、
表
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
遺
蹟
調
査

地
別
に
五
つ
の
章
に
分
け
ら
れ
、
各
号
は
、
　
、

各
地
域
の
初
期
ム
ス
リ
ム
諸
王
朝
の
略
史
、
二
、

遺
蹟
探
査
紀
行
、
三
、
各
遺
蹟
の
特
徴
の
順
に
記
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介紹

本書収載遺蹟写真数（309－471頁）

遺蹟所在地 写真の数 小計

デリー 65
デリー

アジメール 10
75

ゴウル 24

パーンドウア 3！

シヤウンプル 60
北インド

サーサラーム 16
工44

バナーラス 8

アッラーハーバード 5

ダール 10

申央インド マーンドウー 60 74

グワリオル 4

ダウラターバード 2a

アウランガーバード，

tルダーバード
46

ゴールコンダ 40

デカン，南インド ハイダラーバード 7 275

ビーダル 58

グルバルガ 32

ビジヤープル 49

アフマドナガル 21

西インド アフマダーバード 109 109

ムルターン 9

ラーホール 13
パーキスターン，

Aフガニスターン
タッタ 15 48

カーブル 2

ガズナ（ガズニー） 9

合　　計 725

述
さ
れ
て
い
る
。
遺
蹟
探
査
紀
行
で
は
、
イ
ン
ド

考
嘗
調
査
局
や
各
地
の
研
究
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
利

便
の
供
与
も
得
て
、
著
者
た
ち
が
興
奮
し
つ
つ
調

査
を
遂
行
し
て
い
く
さ
ま
が
率
直
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

　
序
章
で
は
、
デ
リ
ー
に
つ
い
て
の
著
者
の
こ
れ

ま
で
の
研
究
成
果
を
簡
潔
に
紹
介
し
、
ア
ジ
メ
ー

ル
の
モ
ス
ク
に
つ
い
て
も
付
言
し
て
い
る
。
ま
た
、

デ
リ
ー
・
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
を
帝
国
と
み
な
す
こ
と

は
無
理
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
デ
リ
ー
と
各
地
の

ム
ス
リ
ム
王
権
と
の
関
係
を
「
中
央
」
と
「
地

方
」
の
関
係
で
み
る
べ
き
で
な
い
こ
と
、
建
造
物

に
関
す
る
か
ぎ
り
、
「
地
方
」
が
「
中
央
」
を
凌

駕
し
て
い
る
場
合
も
少
な
く
な
い
と
指
摘
し
て
い

る
。
第
　
章
で
は
、
北
ベ
ン
ガ
ル
の
ゴ
ウ
ル
と

パ
ー
ン
ド
ゥ
ア
の
遺
蹟
の
彩
色
煉
瓦
建
築
の
魅
力

が
紹
介
さ
れ
、
同
地
の
ア
ー
デ
イ
ー
ナ
・
マ
ス
ジ

ッ
ド
（
モ
ス
ク
）
が
南
ア
ジ
ア
最
大
の
面
積
を
も

つ
こ
と
や
、
ジ
ャ
ウ
ン
プ
ル
の
モ
ス
ク
の
主
室
前

面
の
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
遺
蹟
を
思
わ
せ
る
バ
イ

ロ
ン
の
壮
大
さ
も
強
調
さ
れ
る
。
第
二
章
で
は
、

ダ
ー
ル
と
マ
ー
ン
ド
ゥ
ー
の
遺
蹟
に
は
デ
リ
ー
の

遺
蹟
と
の
親
近
性
が
あ
る
こ
と
や
、
ヒ
ン
ド
ゥ
i

神
殿
か
ら
転
用
し
た
資
材
が
列
柱
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
例
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
第
三

章
で
は
、
ビ
ー
ダ
ル
の
建
築
に
見
ら
れ
る
ペ
ル
シ

ア
文
化
の
影
響
や
ビ
ジ
ャ
ー
プ
ル
の
建
築
に
見
ら

れ
る
壮
大
さ
（
ゴ
ー
ル
・
グ
ン
バ
ズ
な
ど
）
と
脆

弱
な
ま
で
の
繊
細
さ
の
共
存
が
紹
介
さ
れ
る
。
第

四
章
で
は
、
ア
フ
マ
ダ
ー
バ
ー
ド
の
モ
ス
ク
や
墓

建
築
は
地
方
的
伝
統
美
の
極
致
で
あ
り
、
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教
や
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
神
殿
の
柱
そ
の
他
の
資

材
を
転
用
し
て
い
る
例
も
少
な
く
な
い
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。
第
五
章
で
は
、
現
在
の
パ
ー
キ
ス

タ
ー
ン
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ー
ン
に
は
、
ス
ー
ブ

イ
ー
聖
廟
を
の
ぞ
い
て
、
デ
リ
ー
・
サ
ル
タ
ナ
ッ

ト
期
の
遺
蹟
は
ほ
と
ん
ど
残
存
し
な
い
こ
と
や
、

ス
フ
ラ
ワ
ル
デ
イ
ー
派
の
煉
瓦
造
り
の
華
美
な
聖

廟
と
そ
の
背
景
等
に
つ
い
て
述
べ
る
。
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本
書
の
記
述
か
ら
、
＝
二
世
紀
頃
だ
け
で
な
く

一
五
、
一
六
世
紀
の
ム
ス
リ
ム
諸
王
国
に
お
い
て

も
既
存
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
や
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
神
殿

の
資
材
の
イ
ス
ラ
ム
建
築
へ
の
転
用
が
意
外
と
多

い
と
い
う
印
象
を
受
け
た
が
、
こ
の
理
解
は
著
者

の
意
図
に
沿
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
不

十
分
に
し
か
ふ
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
中
世
イ
ン

ド
の
イ
ス
ラ
ム
建
築
の
多
様
性
を
本
書
の
豊
富
な

写
真
と
そ
の
解
説
に
よ
っ
て
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。

な
お
、
「
イ
ン
ド
・
イ
ス
ラ
ー
ム
史
跡
－
東
洋

文
化
研
究
所
附
属
東
洋
学
情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵
写

真
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
が
公
開
さ
れ
て
お
り
有

用
で
あ
る
が
、
そ
の
解
説
は
主
と
し
て
本
書
で
の

解
説
の
要
約
で
あ
り
、
写
真
に
は
若
干
出
入
り
が

あ
る
。

　
（
注
）
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